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要旨：心不全は心臓内の心房や心室の拡張、弁異常等による心臓の収縮力の低下、それによ

る血流流速の低下などにより、心原性脳塞栓症や血行力学的機序による脳梗塞のリスクに

なることが知られており、心不全合併の脳梗塞では重症度、予後不良、高い死亡率などとの

関連があることが報告されている。本研究は日本の心不全患者における長期機能予後と脳

卒中の関連について検討することを目的としている。Tokyo Women’s Medical University 

Stroke Registry に登録された 651 例を心不全群、非心不全群に分類し脳卒中発症 1 年後の

転帰について解析、検討を行った。結果として心不全患者は非心不全患者と比較して 1 年

後の機能的予後が悪いことが証明され、複合心血管イベント、全死亡、心筋梗塞の発症に関

して心不全合併例では発症率が高い傾向にあることが示された。今後はより多くの患者を

対象としてさらなる多施設共同研究が必要であると考えられる。 
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P value 

mRS ≥3, N (%) 54.7% 28.2% <0.001 

 

Modified Rankin Scale score at one-year 


